
日本草地学会新潟大会ライブ㓄信日程 

 

 ライブ㓄ಙ᪥⛬はḟの㏻りです。ライブ㓄ಙは Zoomミーティングにて⾜います。 

会㆟ᐊへは᪂₲オンライン会ホームページからごධᐊください。 

 

3月 20日㸦土㸧 

 ߡ間 ライブഓ৶ ඍ࣎

 ９：３０―１０：００ 開会ࣞ  

１０：００―１１：３０ ༑ऴऑघනৈන（４ୌ）  

１１：４０―１３：００ ༑ऴऑघනৈમߡ委員会 મߡ委員会
 ఈݸ

１４：００―１７：００ 学会ৈ・༑ऴऑघනৈद༫ࣞ、 

णৈߪ演 

 

 

3月 21日㸦日㸧 

 ߡ間 ライブഓ৶ ඍ࣎

１０：００―１２：３０ ชࢿ・英ชࢿಋฦॄ委員会 ฦॄ委員会
 ఈݸ

 画ॄ会ة １７：３０―１４：００

ஏ管ཀྵのްི化にけてドローンを࢘
っちゃいなよ！ 

 

 

3月 22日㸦月㸧 

 ߡ間 ライブഓ৶ ඍ࣎

１０：００―１２：３０ ঘॄ会１（ऑघの会） 

トウモロコシڂݜの࠹ત 育झ・ࡁക
からڇ༫・ਫ਼ࢊまで 

 

１４：００―１６：３０ ঘॄ会２（ޮ開ة画委員会） 

ஏ学会の活化にけてーࢴたちは何
をすべきだろう 
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㸫企⏬㞟会、小㞟会のご案内㸫 

 

企⏬㞟会 

「ⲡ地⟶⌮の効⋡化に向けてドローンを使っちゃいなよ㸟」 
 

᪥㸸2021ᖺ3᭶21᪥㸦᪥㸧 14㸸00㸫17㸸30 

場ᡤ㸸ライブⓎ⾲ 

企⏬㈐任⪅㸸ᕝᮧ健介㸦国㝿㎰◊㸧㸪安⏣Ὀ㍜㸦ᒣ┴富士ᒣ⛉学◊✲ᡤ㸧  

 

ドローンをά⏝することで、ⲡ地⟶⌮を効⋡化する᪂たなᒎ㛤は⪃えられないだろう

か㸽㏆ᖺ、ỗ⏝ᛶの㧗いᑠ型ドローンのᬑ及により、⏕⏘㎰家がᚲせなᮇにⲡ地の✵

⏬像をᚓることが可⬟になりつつある。✵からⲡ地を═めることで、地上ではẼづか

なかった問㢟ⅬにẼづくことがあるが㸪この報をⲡ地⟶⌮にά⏝するためには㸪さら

にពᛮỴ定㸦㌿∾のタイミング㸪㞧ⲡ⟶⌮など㸧をサポートする報として⏕⏘㎰家へ

フィードバックする仕⤌みがᚲせである。  

ᮏ㞟会では、ドローンをά⏝することで㸪ⲡ地⟶⌮を効⋡化することがᮇᚅされるパ

ラメータの᥎定㸦 っちゃいなよ㸟㸧、分㢮㸦分けちゃいなよ㸟㸧、᳨出㸦ぢつけちゃい

なよ㸟㸧に㛵する⌧≧の取り⤌みとㄢ㢟を⤂介しながら、多ᵝなⲡ地⟶⌮作ᴗへのニー

ズにᑐᛂするドローンのセンサせ件やゎᯒ᪉ἲをᩚ⌮し、今ᚋの᪂たなᒎ㛤に向けたア

イデアの共᭷を図りたい。 

 

1. ᨺ∾地に侵入したチカラシバをぢつけちゃいなよ㸟 

国㝿㎰ᯘỈ⏘ᴗ◊✲センター ᕝᮧ健介  

2. 半⮬↛ⲡ地内に分ᕸするᶞ✀を分けちゃいなよ㸟 

ᒣ┴富士ᒣ⛉学◊✲ᡤ 安⏣Ὀ㍜ 

3. Ⰻい乾ⲡを作るためにỈ分含㔞を っちゃいなよ㸟 

㎰◊ᶵᵓ ㎰ᴗ報◊✲センター ᯘ ᚿⅡ 

4. ウシの✵㛫分ᕸを⪃えるなら、ⲡ✀の分ᕸパターンも分けちゃいなよ㸟 

宮ᓮ大学 ㎰学㒊 安在ᘯᶞ 

5. 3DⅬ⩌が⡆単に れちゃう PX-80⮬៏しちゃうよ㸟 

㎰◊ᶵᵓ す᪥ᮏ㎰ᴗ◊✲センター 吉利᛭奈 

6. もっとᡭ㍍にドローンレーザィ しちゃおうよ㸟 

㎰◊ᶵᵓ 北ᾏ㐨㎰ᴗ◊✲センター ᑠⰼ和宏之 

7. そのデータ㸪ぢえる化しちゃいなよ㸟 

㎰◊ᶵᵓ ␆⏘◊✲㒊㛛 北ᕝ⨾ᘺ 
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小㞟会㸯㸦ⱝ手の会セミナー㸧 

「トウモロコシ◊✲の最前⥺ ⫱✀・栽培から⤥与・乳⏕⏘まで」 

 

日時㸸2021年3月22日㸦月㸧 10㸸00㸫12㸸30  

場所㸸ライブⓎ⾲ 

企⏬⪅㸸吉原 佑㸦日本ⲡ地学会ⱝ手の会 三㔜大学㸧 

 

ⱝ手の会では㸪広島大会の小㞟会において、メンバーを中心とした共㏻の◊✲ㄢ㢟

㸦ヒツジ・ヤギの放∾⟶⌮㸧について⤂介しました。今回も引き⥆き㸪ⱝ手◊✲⪅の

共㏻のㄢ㢟を⤂介します。 

トウモロコシはⲡ地㣫料作の中で最も㔜せな作≀の一つに位⨨づけられ㸪我が国で

はサイレージ利⏝は勿ㄽのこと㸪㏆年では子実利⏝の国内⏕⏘の気㐠も㧗まってお

り、⏕⏘⌧場・◊✲の両㠃において注┠度の㧗い存在です。 

ⱝ手の会メンバーにトウモロコシの⫱✀・栽培から⤥与・乳⏕⏘に⮳るまで幅広い

分㔝の◊✲⪅が揃っていたため、今回の小㞟会では下グの㏻り「トウモロコシ◊✲の

最前⥺ ⫱✀・栽培から⤥与・乳⏕⏘まで」を実施します。 

 

【ㅮ₇予定⪅】  

1. 三ツ橋 昇平㸦㎰◊機構␆⏘◊✲㒊㛛㸧 

 「㛵東地方における㣫料⏝トウモロコシの品✀⫱成と⫱✀◊✲」 

2. ㉥松 佑⣖㸦㎰◊機構␆⏘◊✲㒊㛛㸧 

 「㣫料⏝トウモロコシの子実⏕⏘について」 

3. ▮島 昂・⠛⏣ 優㤶㸦㎰◊機構北㎰◊㸧 

 「北ᾏ㐨における⮬⤥⃰厚㣫料としてのトウモロコシ利⏝ 㹼ㄪ〇・⤥与から乳・乳

〇品≉性まで㹼」 
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小㞟会㸰㸦公開企画委員会㸧 

「ⲡ地学会のάᛶ化に向けて―⚾たちは何をすべきだろう―」 

 

᪥㸸2021ᖺ �᭶ 22᪥㸦᭶㸧 1�㸸00㸫1�㸸�0  
場ᡤ㸸ライブⓎ⾲ 

企⏬⪅㸸企⏬委員㛗 山ᮏ嘉人㸦㎰◊ᶵᵓ ␆⏘◊✲㒊㛛㸧 

 

䠘開催趣旨䠚 

 ᪥ᮏⲡ地学会企⏬委員会は、「学会の┠ⓗである『ⲡ地および㣫ᩱ作≀に㛵する学⾡

の㐍Ṍと▱㆑のᬑ及をはかること』を㐩ᡂするために、ᖿ事会、⦅㞟委員会、大会㐠営

委員会➼とも㐃ᦠしながら、学会ά動άᛶ化にᚲせな事ᴗの企⏬や㐠営を⾜う。」ため

に、1989ᖺにタ⨨されました。主なά動として、大会における企⏬シンポジウム、企⏬

㞟会および小㞟会の㛤催についての᳨ウ・‽備、シンポジウムの学会ㄅ≉㞟グ事⦅⧩、

さらに㏆ᖺでは大会プログラム⦅ᡂやㅮ₇せ᪨㞟⦅㞟をᢸっております。その他に学会

㐠営に係るᴗ務をᨭしております。 

 会員ᩘがῶ少していく中で、㨩力あるⲡ地学会として⚾たちは何を┠ᣦしていくべき

でしょうか。そしてそれに向かって何をすべきでしょうか。これまで、企⏬委員会は大

会の休みにクローズな委員会として㛤催しておりましたが、今回は会員のⓙᵝに委

員会ά動内容を▱っていただくとともに、学会άᛶ化に向けたά動᪉㔪についてᗈくご

ពぢ➼を伺うために、企⏬委員会を公㛤して㛤催することと⮴しました。 

ぜひⓙᵝにもご参加いただき、ᚷ៸ないごពぢやアイデアをお⪺かせいただきたいと

存じます。もちろん傍⫈のみも大Ḽ㏄です。 

 

 

䠘検討内容䠚 ㈨ᩱについては事前にダウンロード可⬟です。 

㸯㸬2020ᖺᗘά動報告 

㸰㸬2021ᖺᗘά動ィ⏬ 

㸱㸬学会άᛶ化に向けて㸦ᙜ㠃の企⏬委員会ά動᪉㔪㸧 

㸦㸯㸧大会┒会に向けた取り⤌み 

㸦㸰㸧学会ㄅ充実に向けた取り⤌み 

㸦㸱㸧≉㞟グ事冊子化出∧に向けた取り⤌み 

㸦㸲㸧ⲡ地㎰ᴗフォーラム㛤催に向けた取り⤌み 

㸦㸳㸧その他 
㸲㸬企⏬委員会のᙺ割と分ᢸ 
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学会大会におけるồ⫋中のポスドク・学⏕の就⫋支援 

 

᪥ᮏⲡ地学会 ⱝ手の会 

 

ⱝ手の会では㸪『ⱝ手会員の◊✲⫋への就⫋サポート』を実しています。ᮏά動では㸪ồ⫋側

㸦ポスドクや博士・修士学⏕➼㸧とồ人側㸦◊✲所・大学・企ᴗ➼㸧の交ὶの場である学会大会に

おいて㸪就⫋側がồ⫋中である᪨を㸪大会ᮇ㛫中のリボン╔やㅮ₇せ᪨㸪Ⓨ⾲㈨料内への᫂♧

によってアピールすることで㸪ⱝ手会員の就⫋に役❧ててもらえるものとᮇ待しています。ά動

内容のヲ⣽は下グをごぴください。 

 ᮏά動への応募は㸪大会エントリーページの下方㸦ⱝ手㈹⏦し㎸みの下㸧㸪『「◊✲⫋ồ⫋中」を

せ᪨に᫂♧する』の㡯┠からお⏦し㎸みいただけます。また同に㑅択いただく「⌧在のポスト㸪

学年」の情報をもとに、リボンやプログラムにグ㍕するシンボルを割り当てます。 

 

ⱝ手会員の就⫋サポート内容 

1. ồ⫋中であることを♧すリボン㸦もしくはバッジ㸧を╔ 

z 学会ᮇ㛫中にồ⫋中であることを♧すリボンを╔することで㸪ồ人側のⓙᵝに᫂♧する。 

z ồ⫋の≧ἣ㸦PDや D3などすぐに⫋が必せな人㸪D1㸪D2やマスターなどで急ぎはしないが将

᮶ⓗに希ᮃする人㸧などに応じで㸪リボンのⰍを使い分ける㸦⾲ 1㸧。 

2. プログラムにồ⫋中であることを♧すシンボルを㏣加 

z プログラム中のⓎ⾲ㄢ㢟␒号の右㸦もしくは左㸧の分かりやすい⟠所に㸪「ồ⫋中の学⏕・ポ
スドク」であることが分かるシンボルを♧す㸦⾲ 1㸧。 

3. Ⓨ⾲㈨料㸦プレゼン・ポスター㸧にồ⫋中ロゴを掲♧ 

z プレゼンⓎ⾲㈨料㸦PDF㸧やポスターに㸪ồ⫋中ロゴを入れる㸦⾲ 1㸧。 

 

⾲ 1 ồ⫋中である᪨を᫂♧する方ἲ 

᫂♧方ἲ 
ồ⫋の≧ἣ 

ポスドク 博士ㄢ⛬ 3年 博士ㄢ⛬ 1-2年 修士ㄢ⛬ 

1. リボン ㉥ ピンク 㯤 㟷 

2. プログラム ★ ☆ ◎ ● 

3. Ⓨ⾲㈨料⏝

ロゴ 
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Y01 ドローン空撮画のSfM解ੵによるࣄྋ༽トウモロコシౙ෮・ଝඅ害価๑
○ඎ崎༠介1・黄ઔీஒ༺2・౽原 ቔ2・佐౽ চ2・戸苅ఫ3・今 啓ਕ3・ᚺీ康
(ࢾ1ௗ岡技科・2研機構研・3ಕ૱研ஜ) 高原ඔ規1・व山2・2࣑

Y02 ๎ຂஏの৪झଡ༹がウシの採ৱझ構とルーメンおよびง細菌に༫える影響
○後౽༐ཀྵ子1・柿原ऴय़2・ࣣ戸ఫ2・ෳీ康弘2・ᖔरฑ2・ಅ山佳久2・নඎ
ิ2・ඔ3・ঘ৾一2 (1౨・2౨院・3研ೖຌ)

Y03 HojoLook-UAV空撮画から৪ਫ਼ࢨඬrelative Green Red Vegetation Index (rGRVI) を
算ड़するGUIアプリケーション
○౽原 ቔ1・黄ઔీஒ༺1・ᚺీ康1࣑・佐౽ চ1・জर弘2・荒ઔ 2・∃井ஒ
೯2・ੜ ଡ佳子3・಼山宏3・व山1 (1研海ಕ・2研九沖・3研ஜ産)

Y04 Network of coexisting microbiome and fermentation mechanism of woody silage
prepared with hay
○Zhumei Du1・Fuyu Yang1・Yimin Cai2 (1College of Grassland Science and
Technology, China Agricultural University・2Japan International Research Center for
Agricultural Sciences (JIRCAS))

若手༑ऴනৈන

発表会プログラム
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101 ๎ຂ草ஏのஏන温ౕに及ぼす植ྖの影響のモデル解析
○൚志・ీ章生・遠ీ菜々実・ీൡ史 (新潟)

102 草ஏにおける解のリターྖ・フンྖの画解析による推ఈ
○小ほのか・൚志・亀山亜ඔ (新潟)

103 植生査におけるඅౕ（総説1）設計とඅౕのළౕාの数ཀྵໝ型
○塩見正衛1・ 俊2・安ీื3 (1Ἔ城・2西A&F科技・3山ཨ県士山科学研)

104 植生査におけるඅౕ（総説2）べき乗ଉによる解析
○塩見正衛1・ 俊2・安ీื3 (1Ἔ城・2西A&F科技・3山ཨ県士山科学研)

105 ౨ஏ๏の草ஏにおける小型ᄣྪの巣周ว環境条件の検౾
○瀬ඎ昂༐ ・柿原秀俊・宍戸ఫ・深ᖔ 充・小倉振一 (౨院)

106 LiDAR三次元఼群データからの深層学習手๑による草種พ
○ଡీ慎吾1・小花宏೯1・༆ీஎ夏2・須౽賢司1 (1研海ಕ・2ತஜཛ研)

107 画解析と数ཀྵモデルによる牛の自༟姿勢条件下でのର重計技術
○ీൡ史・൚志・吉ీஒ佳子・山ీ宜永 (新潟)

108 49೧前の草ஏ改ྒྷがシバ草ஏの植生とౖ壌化学性に及ぼす影響
○ఇ ಕ生1・ฑ舘俊ଢ2・横川昌史3・井上雅仁4・高橋佳孝5 (1研西ೖຌ・2九州院
・3阪自然史ദ・4三自然館・5全国草原再生ネットワーク)

109 外པຂ草が侵ྲྀదになる条件解をదとした数の禁ຂ処ཀྵ
○西亜 (宮・)

110 ๎ຂ草ஏの植生遷移に及ぼすイネ科草種と施ྖの影響
○౨山雅一 (研機構౨業研究センター)

111 規ໝ画にଲするオブジェクト指向画解析の実装とన༽. 1. SLIC-Random forests アル
ゴリズムの実装
○安ీื1・川ଞ健介2・川ඔ3 (1山ཨ県士山科学研究所・2国際研・3研機構
ஜ産研究෨)

112 規ໝ画にଲするオブジェクト指向画解析の実装とన༽. 2.๎ຂஏへのన༽
○安ీื1・川ଞ健介2・川ඔ3 (1山ཨ県士山科学研究所・2国際研・3研機構
ஜ産研究෨)

201 飼ྋ༽トウモロコシの子実含水ིの推ఈ
○赤松༐紀1・森ీ聡一2・佐々 梢1・菅 ห1 (1研ஜ産・2水省)

202 飼ྋ༽トウモロコシ３作型における生育ஊ階พのႫཁ処ཀྵが生育および෨位พ乾収ྖに及
ぼす影響
○石井康೯1・Zhong Zixuan2・新ඔ光弘1・ඊ佐 学1・井戸ీ幸子1 (1宮崎・2宮崎
院)

203 殺ம剤散ාがトウモロコシ子実のフモニシンౕに及ぼす影響
○಼ ந1・上垣ཾ一2・金井源ଢ1・篠遠善哉1・౽竿ඛ1・新宮ദ行1・ቢ英子1・神
園ඔ1 (1研౨・2研ಊ衛研)

1. ஏਫ਼ସ・システムੵ・ྚஏ環境

2. ଆ・管ཀྵ・栽ക

tamuken
vii



204 ೈ九州ஏ域におけるஈஏ型マメ科ຂをཤ༽した混栽കの検౾
○岡 晃・ඊ佐 学・井戸ీ幸子 (宮崎)

205 気象リスクにଲ応したスーダン型ソルガム「ྍ෫」の栽ക๑
○ੜୖಲ志・原ᣊ依 (ௗஜ試)

206 海ಕ十勝ஏ域における栽植༹式の違いが飼ྋ༽トウモロコシの収ྖおよびଳౙ෮に及ぼ
す影響
○今 啓ਕ1・佐౽尚ఱ2・宿୫貴ദ3・ీ右ദ4・౽原 ቔ5・黄ઔీஒ༺5・佐౽ 尚5・
戸苅ఫ1・ྜྷ ୕1・出口健三6 (1ಕ૱研ஜ試・2ホクレン・3ビコンジャパン・4三ඝ
業ജ株式会社・5海ಕ業研究センター・6ಕ૱研ཛ試ళ支場)

207 海ಕ十勝ஏ域におけるトウモロコシ極ਫ਼種「ハヤミノルド」のື植・狭畦栽കが収ྖ
に及ぼす影響
○今 啓ਕ1・戸苅ఫ1・黄ઔీஒ༺2・佐౽ 尚2・出口健三3 (1ಕ૱研ஜ試・2海ಕ
業研究センター・3ಕ૱研ཛ試ళ支場)

20� ౨ೈ෨におけるマルチを༽いたトウモロコシの್期作栽കの検証
○三枝྆ਖ・小橋༙・関  (સཛ࿊ ཛ技術研究所)

20� UAVを༽いたトウモロコシのਫ਼育モニタリング
○佐々 梢1・坂ຌཤ弘2・松༐紀1・ ห1 (1研ஜ産・2研環境รಊ)

210 ニューラルネットワークを༽いたトウモロコシの収ྖ༩
○佐々 梢・佐々寛幸・松༐紀・ ห (研ஜ産)

211 湿害のある経೧採ஏへのフェストロリウム௧効果
○佐౽ 真 (岩手ஜ研)

212 Growth characteristics of small-grain forages in southern Kyushu
○Zhong Zixuan1・Yasuyuki Ishii2・Li Bokun3・Mitsuhiro Niimi2・Sachiko Idota2 (1宮
院・2宮・3宮院工)

213 ஈஏでの春（3-4月）種におけるソルガムྪの乾ਫ਼産
○高井ஒ೯・荒ઔ ・上床修弘・桂 真昭 (研九沖)

214 ஈஏでのഗ雨け種におけるソルガムྪの種મఈとスーダングラス「ベールスーダン」
の耕起種技術
〇高井ஒ೯・荒ઔ ・上床修弘・桂 真昭 (研九沖)

215 種時期が十勝ஏ๏におけるペレニアルライグラスの越と一൬収ྖにおよぼす影響
○寺戸貴༡12、秋ຌਜ਼ദ2 (1家改セ十勝・2ଵஜ)

216 トウモロコシௗを3Dモデルによりਬఈする上でのUAV撮影高ౕおよび時期の影響
○್ 1・ྜྷ ୕2(1海ಕཱི૱合研究機構ཛ試験場ళ支場・2現ಕ૱研ஜ産試験場)

217 異なるଆ๑における1೧の収ྖへの寒ஏ型ຂ種の影響
○౨山雅一 (研機構౨業研究センター)

21� ஏਏஇ効ི化に向けたఁコストGPSきྖ計とஏカルテシートの作
○ฑ ੜ・井出ฯ行・ઔඔ・౽・ඎ司・下ీ勝久 (研機構ஜ産研究෨)

21� 海ಕのペレニアルライグラスにおける枯れଡ೧の出現ළౕ
○౽井弘毅 (ಕ૱研ஜ試)

tamuken
viii



220 海ಕ十勝ஏ๏の家า場におけるペレニアルライグラスの生育
○౽井弘毅1・出口健三2・今 啓人1・戸苅ఫ1・ྜྷ ୕1 (1ಕ総研ஜ試・2ಕ総研ཛ
ళ)

221 九州ೈ෨の春き栽കでのトウモロコシ子実生産における早生種の子実乾ིの推移と極
早生種の種ർ較
○ଞ正ଉ・室井ஒཇ・伊౨栄作 (研九沖)

222 九州ೈ෨の൫栽കや夏き栽കでの子実生産にనしたトウモロコシの種
○ଞ正ଉ・室井ஒཇ・伊౨栄作 (研九沖)

301 トールフェスクKyushu 15草ஏの親子๎ຂへのཤ༽可性３．๎ຂ試験3೧の成績
○ఇ ಕ生・ౣ一修 (研西ೖຌ)

302 ଢཇ光ుを活༽した๎ຂஏにおける牛舎༽ṱ監視装の運༽
○ฑ 清・阪୫ඔ樹・進౽政・ඎ誠司(研機構ஜ産研究෨)

303 暑೦条件下の牛への活性型酵を含む混合శ加給༫がカウタイムバジェットにおよぼ
す影響
○吉ీஒ佳子1・伊౽༙希菜1・佐౽駿介1・星༟芽1・ీൡ史1・西川孝一1・ᅵሚ寿ఱ
2・ీ川伸一2 (1新潟・2清水港飼ྋ)

304 ཨ園への๎ຂによる༿の栄・健康と植生・ౖ壌への影響
〇吉原 ༐・宮川༒輝・坂井 勝 (三重 生資源)

401 芽処ཀྵした佇ธサイレージの給༫がൽ牛におけるྖおよび成に及ぼす影響
○佐康・寺井ஒ子・井阪 章 (愛ඦ県ྜྷ水産研究所ஜ産研究センター)

402 栽植ືౕおよび༩乾が飼ྋ༽ダイズと混したローズグラスサイレージの酵質に及ぼす
影響
○新ඔ光弘1・石井1・石垣元気1・Yogi Sidik Prasojo2・石井康೯1 (1宮崎・2宮崎
院)

403 ஹ温ౕによる酵TMRの細菌叢および真菌叢のรಊ
○西樹・Wali Ajmal (岡院環境生ໍ)

404 高水ソルガムサイレージから生するഋ汁の成組成
○್ຣ ᠵ1・∃ 浩2・小ྜྷ広人3・佐౽克昭2 (1静岡ஜ技研、現：静岡ྜྷ技研・2静岡
ஜ技研・3静岡ஜ技研、現：静岡士ྜྷ事ແ所)

405 酢酸型酵を示したギニアグラスサイレージの細菌叢と真菌叢
○Hou JianJian・西樹 (岡院環境生ໍ)

406 テフグラスサイレージの黒種雌牛への給༫が飼ྋ採取ྖ、胃液および血液性状に及ぼす
影響
○細ీ謙次1・金子 真1・加౽樹1・ෲ෨育2・ଞ好℆1 (1研機構九州沖ೆ業研究
センター・2現：౨海学学෨)

3. ๎ຂ・家ஜ管ཀྵ・行ಊ

4. 飼ྋ加工・ஹ・ཤ༽
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407 逆止อがいた小ୀで୦気せずに製したຂ草サイレージの 酵パターン
○森 欣順1・金子 真1・加౽樹1・ଞ好℆1・ෲ෨育2・細ీ謙次1 (1研九沖・2
౨海)

501 LEDライトトラップを༽いた飼ྋ༽ダイズの主གྷ害ம管ཀྵ技術に 関する基礎ద研究
○石垣元気1・高橋京史1・Yogi Sidik Prasojo2・石 ྒྷ1 (1宮崎学෨・2宮崎院
学工学総合研究科)

601 チモシーのアレロパシーがา場条件でのリードカナリーグラスへの競合ྙに及ぼす影響
○ଏཤ紀 (ಕ総研見)

602 育成時のデータを༽いた飼ྋ༽トウモロコシ自殖系౹の組合せྙの握
○伊౨栄作・ଞ正ଉ・室井ஒཇ (研九沖)

603 າ出ุ型ソルガムの準高ྮஏ・高ྮஏにおける生育、収ྖ
○春ೖ重光1・古୫真輝1・今井༡ཀྵ子1・小山಼光ื2・関根 ฑ2・宮 桂2 (1信州
学・2雪印種ම)

604 準高ྮஏにおいて選ൊ・育成したライムギＦ１系౹のಝ性価
○河合༐香1・ฑ༆賢治1・今井༡ཀྵ子1・小山಼光ื2・関根 ฑ2・宮 桂2・春ೖ重光1
(1信州学・2雪印種ම)

605 スーダングラスの遺ఽదଡ༹性と業ಝ性
○清ୖಲ志1・川ஏଢฎ2・川౨広幸2・ธ丸淳一2 (1ௗஜ試・2研機構)

606 フェストロリウム「ノースフェスト」の1൬草における飼ྋ成ಝ性
○∃橋健吾1・横山 寛1・ᚺీ康治2・୫英樹1・高橋 穣1 (1雪印種ම・2研海ಕ)

607 アレルළౕにもとづく四ഔରイタリアンライグラス種・育種材ྋのゲノムプロファイリン
グ
○ీଞ健一1・清 ଡ佳子1・久ฯీ人2・荒川 3・౽森雅ദ2・ธ丸淳一4 (1研ஜ
産・2研౨・3研九沖・4研作)

608 新規ଡ೧生ライグラス系౹の盛岡での生産ྙ検ఈ試験
○౽森雅ദ1・清 ଡ佳子2・಼山宏2・久ฯీ人1 (1研౨・2研ஜ産)

701
★

強酸性ౖ壌にཱིஏする採草ஏおよび๎ຂ草ஏにおけるౖ壌交換酸ౕとౖ壌ໃ機ସ素およ
びオーチャードグラスのඅౕとの関係
○柿原秀俊・小倉振一 (౨院)

702 テフグラスへの酸カルシウム施༽効果
○金子 真1・加౽樹1・松岡 誠1・伺ౣ功丞2・ෲ෨育2 (1研機構 九州沖ೆ業研
究センター・2౨海学学෨)

7. ౖ壌・ྋ

5. ਫ਼ཀྵ・形ସ・බཀྵ・昆ம

6. 育種
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